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　源平合戦(げんぺいがっせん)ゆかりの須磨浦(すまうら)には、ふるい歴史があります。平家物語によると、一ノ谷で平氏と源氏(げんじ)の戦い
があり、平敦盛(たいらのあつもり)が海に追いつめられ、うち死にしたと伝えられています。
　須磨浦公園には桜(さくら)と松の林があり、花見シーズンには大ぜいの人でにぎわいます。海に向かって国道をトンネルでくぐると須磨海づり公
園があります。山に向かうにはロープーウェイうみひこ・やまひこが便利です。乗るとガタガタするカーレーター、ゆっくりとまわる回転展望台(か
いてんてんぼうだい)があって昭和の空気が流れていま
す。さらに鉢伏山(はちぶせやま)から観光リフトにゆ
られて須磨山上遊園にいけます。
　須磨浦公園は関西を代表する56kmのロングトレ
イル「六甲縦走路(ろっこうじゅうそうろ)」のスター
トで、ゴールの宝塚(たからづか)を目指して、ハ
イカーやトレイルランナーたちが集まります。
　みなさんが手にとっているこのマップは、サ
クラの花びらが散ってから、あたたかい雨をう
けて植物たちが生長する梅雨までの季節の自
然観察ガイドマップです。ツバメが南から
やってきて、元気いっぱいに空を飛び回り
ます。木々たちが花をつけると、クマバチ
やハナムグリが花粉にむらがります。道
ばたでガサガサと音がしたら、足を止
めて静かにしてみましょう。青いしっ
ぽのトカゲのこどもがでてくるかも
しれません。雨が続いたあとの林で
は、丸い形や細長い形のカラをも
つカタツムリが見られるでしょ
う。鉢伏山や旗振山(はたふり
やま)にあがると、風にのって
アゲハたちが集まります。 クロマツの林

松と桜の明るい広場になっています。ツバメ、ハクセキレイ、ムクドリがよくいます。いつもドバトとトビがいます。
ベンケイガニが海から水路にあがってくることがあります。

ウバメガシの林
尾根(おね)には、ウバ
メガシがびっしりです。

コナラの林
コナラ、アベマキのほかカゴノキやカクレミノなどいろんな木が競
争するように枝(えだ)をのばします。ヤマモモが赤い実をつけ、
甘い香りがします。オサムシの仲間やチョウがいます。

アカマツの林
潮風(しおかぜ)があたる南斜面(みなみしゃ
めん)には、アカマツやウバメガシが生えてい
ます。5月にセミが鳴いていたら、それはハル
ゼミでしょう。6月ごろ咲くアカメガシワやク
マノミズキの花には、ハナムグリの仲間やクマ
バチが群がります。

ヒメガマの池
春の雨で水がたまり、ヒメガマがのびていま
す。オオシオカラトンボのオスがなわばりを
はっています。
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●コアオハナムグリ
クマノミズキやアカメガシワの花
に集まるコガネムシの仲間です。
からだを花粉まみれにして、無心
に食べている様子は幸せそうで
す。シロテンハナムグリやキムネ
クマバチなどほかの虫たちも、よ
くいっしょにいます。

●ツマグロヒョウモン
明るいオレンジ色にヒョウ柄(が
ら)が入ったハデなチョウです。鉢
伏山や旗降山のまわりでよく見
られます。なわばりに入ってくる
と、自分より大きなアゲハチョウ
でも追いかける気の強いところ
があります。

●ナナフシモドキ
ぼうのようなからだで、木のまね
をする虫です。じっと動かないナ
ナフシモドキは、もはやえだです。
見のがしているだけで、実は数多
くいるのかもしれません。メスだ
けで、たまごを産んでふえるとい
う不思議な虫です。

日当りがよいおねで、よく見られ
る木です。しぼったぞうきんのよ
うにねじれる樹皮(じゅひ)が特長
です。よくかぶ立ちした細い幹(み
き)をネジネジとさせています。梅
雨前ごろ、つりがね型の白い花を
ひっそりとならべます。

●モンキアゲハ
須磨浦公園でよく見られる大型
のチョウで、黒いはねに白い紋(も
ん)があります。山の遊歩道で、羽
ばたくモンキアゲハと、よくすれち
がいます。鉢伏山や旗振山のてっ
ぺんが、チョウの道になっている
ようです。

●アオスジアゲハ
黒いはねにはいる青いストロボ
もようが美しいチョウです。空高
く飛びますが、水や花を目指して
地上におりてくることもあります。
幼虫(ようちゅう)は須磨浦公園に
多いクスノキを食べます。

●オオミズアオ
黄色い星型のつのがあり、なにや
らただものでないこの大きな毛
虫は、オオミズアオの幼虫(ようち
ゅう)です。成虫は上品な水色をし
た大きなガで、一度見たらわすれ
られない虫です。

●ネジキ

明るい広場と暗い林のさかい、水辺に
いきものが多いよ。つかまえたら、
図かんで調べて、にがしてあげよう。
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●ツバメ
春になるとやってくるわたり鳥で、
よく家に巣をつくり、子育てしま
す。巣で待つヒナに、飛びながら
エサをやるほど、飛ぶのが上手な
鳥です。気持ちがいいくらい自由
に、空を飛び回ります。

●オオヒラタシデムシ
マットブラックの平たいからだの
甲虫(こうちゅう)です。幼虫(よう
ちゅう)も成虫も地面を歩き回り、
ミミズなどの死体を食べます。見
てあまり気持ちいいものではあり
ませんが、自然界をきれいにする
大切な役目をもっています。

●ニイニイゼミ
梅雨ごろからジィーとながく鳴く
セミです。サクラに好んでとまると
いわれ、広場のサクラで見られま
す。ぬけがらは小さくてどろがつ
いているのが特長です。地面の近
くにあることが多いので、低い場
所で羽化しているのでしょう。

●ヒグラシ
太陽が西にかたむき、遠くからカ
ナカナカナカナと物悲しげな声が
したら、それはヒグラシです。この
心地よいBGMからは、すずしさ
さえ感じられます。真夏のセミの
合唱にかき消される前まで、この
声を楽しみましょう。

●ウシカメムシ
むねに大きな角をもつカメムシで
す。角が大きすぎて目立ちそうで
すが、えだのトゲにもみえます。近
づいても、すぐに飛ばず、えだのう
らへ回りこんでかくれるのは、変
装(へんそう)に自信があるのかも
しれません。

●シオヤアブ
梅雨ごろ須磨浦公園のあちこち
にいます。黄色と黒のトラ柄(がら
)です。おしりの先に白い毛が集ま
っているほうがオスです。肉食の
アブで、えものに飛びつくと、ふと
い足でかかえて、するどい口でさ
してしまいます。

須磨浦公園によくある木で、オス
とメスがあります。メスの木には、
あまずっぱく、ヤニの風味がきい
たおいしい実がなります。チッソ
という栄養を空気からもらうこと
ができ、やせた土でも育つことが
できます。

●ヤマモモ

人間のこどもと大人は、体重こそちがいますが、
すがた形にちがいはありませんね。しかし虫はたまご
→幼虫(ようちゅう)→さなぎ→成虫と変身をくり返します。
春になると、こうした虫たちのこどもが見られます。チョウやガは
イモムシのすがた、バッタやカマキリは、まだはねがありません。セミは
土の下にいますが、羽化(うか)するため地上にでてきます。

日光が力をつけ、木々が明るい葉をのばす季節、たまごからカマキ
リがかえり、さなぎからチョウがでてきます。土の中や木のか

げで越冬(えっとう)していた甲虫(こうちゅう)たちも、動
き始めます。須磨浦公園はそうした虫たちで、にぎ

やかになります。花にはハナバチやハナムグリ
がむらがり、山のてっぺんにはチョウが集

まります。やがてくもりや雨のすっき
りしない天気が続く梅雨がき

ます。風がなくむし暑い日
は、虫たちにとって

いい天気です。

・ぼうし
・運動ぐつ

・ハンカチ、タオル
・あみ、かご
・ムシよけ
・図かん
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◎お問合せ

(公財)神戸市公園緑化協会
〒664-0163 神戸市須磨区緑台

電話 078-795-5656
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